
リコー製日本語特化型リーズニングLMM「
Qwen3-VL-Ricoh-32B」の技術的評価と次
世代AIインフラへの影響分析 

Gemini 3.1 pro 
序論：ジェネレーティブAIの進化と日本産業界における「暗黙
知」継承の危機 
人工知能のパラダイムは、単一モーダルな言語処理（LLM）から、視覚、聴覚、言語を統合的に理解
するマルチモーダル大規模言語モデル（LMM: Large Multimodal Model）の領域へと急速に移行し
ている。この技術的変局点において、企業が保有する複雑な情報資産をいかに効率的かつ安全に

活用するかが、グローバルな産業界全体の喫緊の課題となっている。特に日本市場においては、少

子高齢化に伴う労働人口の構造的な減少や、団塊世代をはじめとする熟練技術者の退職による「暗

黙知（いわゆる秘伝のタレ）」の喪失が極めて深刻化しており、高度な推論能力を備えたAIによる業
務プロセスの再構築と知識の体系化が強く求められている状況にある 1。 

こうしたマクロ経済的および技術的背景の中、株式会社リコーは経済産業省および国立研究開発法

人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が主導する国内生成AI開発力強化プロジェクト「
GENIAC（Generative AI Accelerator Challenge）」の第3期において、日本語特化型のマルチモー
ダル大規模言語モデル「Qwen3-VL-Ricoh-32B-20260227」の開発を完了し、2026年3月に発表し
た 1。本モデルは、320億（32B）のパラメータを備えており、単なる画像認識やテキスト生成にとどま
らず、複雑な図表やグラフを含む日本の企業ドキュメントを「多段推論（リーズニング）」によって高精

度に読み解くという、極めて実務的な能力を有している 3。 

日本企業が保有する文書資産、すなわち請求書、事業戦略書、サービスマニュアル、品質管理基準

書などは、テキスト単体ではなく、複雑な罫線を含む表や、注釈付きの画像、独特のレイアウトが混

在する極めて非構造的なデータである 1。既存のOCR（光学文字認識）技術や初期のマルチモーダ
ルAIでは、これらの視覚的要素とテキストの論理的な関連性を正確に紐付けることが困難であり、従
来のキーワード検索ベースのシステムでは期待する回答が得られないという課題が存在していた 1。
さらには、外国人労働者の増加に伴う社内ドキュメントの多言語対応ニーズも高まっており、高度な

文脈理解と推論能力を持つAI基盤の整備は、日本企業の競争力維持において不可欠な要素となっ
ている 1。 

本分析では、基盤技術として採用されたAlibabaの「Qwen3-VL」アーキテクチャの特性を起点とし、
リコーが独自に施した日本語推論プロセスの最適化手法、標準ベンチマークを通じた定量評価、そ

して本モデルがもたらすエッジコンピューティングやオンプレミスAIインフラへの構造的影響につい
て、包括的かつ徹底的に検証する。 



基盤アーキテクチャ「Qwen3-VL」の革新性とハイブリッド推論
のメカニズム 
リコーが開発したモデルの技術的優位性を正確に評価するためには、まずそのベースモデルとして

採用されたAlibabaの「Qwen3-VL-32B-Instruct」のアーキテクチャ特性と、Qwen3ファミリー全体が
もたらした技術的ブレイクスルーを解き明かす必要がある 1。Qwen3ファミリーは、0.6B（6億）から最
大235B（2350億）パラメータに及ぶ広範なモデル群で構成されており、Dense（密）アーキテクチャお
よびMoE（Mixture-of-Experts：専門家混合）アーキテクチャの両方を提供する次世代の基盤モデル
である 5。特筆すべきは、36兆トークンという途方もない規模のデータで訓練され、世界119の言語と
方言をサポートする極めて強力な多言語処理能力を有している点である 5。 

ハイブリッド・リーズニングとシンキング・バジェットの導入 
Qwen3シリーズの最大の技術的革新は、「Thinking（推論）モード」と「Non-thinking（非推論）モー
ド」を単一のフレームワーク内に統合したハイブリッド推論アーキテクチャにある 5。従来のエンタープ
ライズAI運用においては、文脈依存の迅速な応答が求められる一般的なタスクにはチャット最適化
モデル（例：GPT-4o）を、複雑な数学的計算や多段推論が求められるタスクには専用の推論強化モ
デル（例：QwQ-32B）を、ユーザーやシステム管理者が手動で切り替えて使用する必要があった 5。
これは運用コストの増大とAPIの複雑化を招く要因となっていた。 

これに対しQwen3は、ユーザーのクエリの複雑さや指定されたチャットテンプレートに応じて、単一の
モデル内で動的にモードを切り替えることが可能である 5。さらに「シンキング・バジェット（推論予
算）」と呼ばれる画期的なメカニズムを導入しており、推論（インファレンス）時に割り当てる計算資源

をタスクの難易度に応じて適応的に変化させることができる 5。これにより、単純な挨拶や事実確認
には最小限の演算力で即座に応答し、高度な数学的推論、多段階のコード生成、あるいは複雑な

エージェントタスクにおいては、内部で深く思考（演算）を巡らせてから精緻な回答を出力するという、

レイテンシとパフォーマンスの動的かつ最適なバランスを実現している 5。この推論機能は、視覚言
語モデルであるQwen3-VLにも完全に継承されており、画像に基づく推論（image-grounded 
reasoning）、エージェント的な意思決定、マルチモーダルなコード理解において、極めて高い処理能
力を発揮するエンジンとなっている 8。 

マルチモーダル知覚と空間・時間的理解の拡張 
ベースモデルであるQwen3-VL-32Bは、テキストの理解と生成にとどまらず、深い視覚的知覚、コン
テキスト長の飛躍的な拡張、空間的・動画的な動態理解において、前世代から大幅な性能向上を果

たしている 9。このモデルはメガピクセルレベルの高解像度画像入力をネイティブにサポートしてお
り、汎用的な視覚理解、多言語対応の高度なOCR、きめ細かい視覚的グラウンディング（画像内の
特定の微小なオブジェクトとテキストの概念を正確に結びつける能力）、そして視覚情報を交えた自

然なダイアログを実現している 10。コンテキストウィンドウにおいては、最大262,144トークンという膨
大な入力を許容し、長時間の動画データや数百ページに及ぶ技術仕様書を一度に処理することが

可能である 11。 



さらに、本アーキテクチャは強力な視覚的エージェント能力（Visual Agent Capabilities）を備えている
点に注目すべきである 13。Qwen3-VLは、コンピュータやモバイルデバイスのGUI（グラフィカル・ユー
ザー・インターフェース）要素を視覚的に認識し、各ボタンやメニューの機能を論理的に理解し、外部

ツールを呼び出してタスクを自動実行することが可能である 13。OS Worldのようなグローバルなエー
ジェント操作ベンチマークにおいてトップクラスの性能を達成しており、ツールを利用することで、より

粒度の細かい知覚タスクにおける精度を自律的に向上させることができる 13。テキストと視覚モダリ

ティの初期段階からのジョイント・プレトレーニングにより、視覚情報を単に「見る（Perception）」レベ
ルから、世界を深く「認知（Cognition）」し、「推論・実行（Reasoning and Execution）」するレベルへと
昇華させているのである 13。 

リコー独自のアーキテクチャ最適化：推論プロセスの完全日本

語化と強化学習の導入 
Qwen3-VL-32B-Instructという極めて強力な基盤モデルを採用しつつ、リコーは日本のエンタープラ
イズ環境に最適化するための高度な追加学習とアーキテクチャチューニングを実施した。その中核

となるのが「推論プロセスの日本語化」と、ドキュメント読解に特化した高度な「強化学習」および「カ

リキュラム学習」の導入である 1。これらの最適化プロセスは、汎用モデルを実用的な産業用AIへと
変換するための決定的な差別化要因となっている。 

推論プロセス（思考の連鎖）の日本語化による透明性と精度の向上 
海外製の巨大言語モデルが日本企業への導入において直面する構造的な弱点の一つは、モデル

内部の深い推論プロセス（Chain of Thought）が主に英語ベースの潜在空間で実行される点にあ
る。複雑な日本語のドキュメント、特に独特の表現や業界固有の専門用語が多用される資料を処理

する際、モデル内部で日本語から英語への暗黙の翻訳が行われ、推論が完了した後に再び日本語

で出力される過程を経ることが多い。この変換プロセスにおいて、微妙なニュアンスの欠落、論理的

飛躍、あるいはハルシネーション（もっともらしいが不正確な情報の生成）が発生しやすくなる。 

リコーは、この言語的な壁を根本から解決するため、AIが内部で行う試行錯誤や推論のプロセスそ
のものを日本語化するアプローチをとった 4。これにより、日本語特有の文脈や専門用語、さらには
日本の企業ドキュメントに特有の複雑なレイアウト（多層的な稟議書、細かな注記が含まれる品質管

理基準書、複雑なセル結合を持つExcelライクな罫線表など）に対する読解精度が飛躍的に向上した 
1。 

同時に、推論の過程が日本語化されたことで、出力結果に対する「根拠」や「前提条件」などの思考

プロセスを、ユーザーが日本語の自然言語として直接確認できるようになった 1。これは「ブラックボッ
クス」と批判されがちな生成AIの弱点を克服するものであり、AIが出した結論に対する解釈性（
Interpretability）と説明責任（Accountability）を担保し、厳格な品質管理が求められるビジネス実装
における信頼性を大幅に高める結果をもたらしている 1。 

カリキュラム学習と強化学習による多段推論の極大化 
Qwen3-VL-Ricoh-32B-20260227の開発において、リコーは単にベースモデルを微調整するだけで



なく、モデルの弱点を補完するための有効な学習データを独自に構築し、タスク特化型のファイン

チューニングを実施した 4。さらに、論理的思考力と図表読解力を極限まで高めるため、「カリキュラ
ム学習（Curriculum Learning）」と「強化学習（Reinforcement Learning）」を高度に統合した学習プ
ロセスを採用している 1。 

カリキュラム学習とは、人間が基礎的な計算から複雑な方程式へと段階的に学習を進めるように、

AIに対しても入力データの難易度や学習のペースを最適に制御しながら訓練を行う手法である 1。ド
キュメントAIの分野においては、最初から複雑な多ページにわたる図表や視覚的ノイズの多い文書
を読み込ませると、モデルが過学習（Overfitting）を起こしたり、局所最適解に陥って推論能力が低
下したりするリスクがある。リコーは学習の初期段階でシンプルな図とテキストの対応関係を学ば

せ、段階的に情報量を増やしていくことで、複数ページに分散する情報を論理的に関連付ける高度

な能力を安定して育成することに成功した 1。 

加えて、AI自身が試行錯誤を行い、出力結果の質に応じた報酬に基づいて行動方針を最適化する
強化学習を導入した 1。ここで重要なのは報酬の設計である。リコーは独自の報酬関数（Reward 
Function）を設計し、単なる「最終的な回答の正確さ」だけでなく、「日本語による推論プロセスの論
理的妥当性」や「前提条件の正しい認識」に対しても高い報酬を与える仕組みを構築した 1。これによ
り、モデルはショートカットして表面的な答えをランダムに出力するのではなく、人間の論理的思考プ

ロセスに忠実に沿った深い多段推論を行うようになり、ドキュメントから読み取った複数の数値を基

にした複雑な計算や、仕様書同士の高度な比較分析の精度が劇的に向上している 1。 

定量評価とベンチマーク分析：パラメータスケールの非対称性

と性能の逆転現象 
リコーが開発したQwen3-VL-Ricoh-32B-20260227の客観的な性能は、標準ベンチマークを通じた
定量評価において極めて高い結果を示している。特に、複雑な企業ドキュメントの読解能力と論理的

推論能力を厳密に測定する指標において、数十倍のパラメータを持つクローズドな商用巨大モデル

に匹敵、あるいは一部で凌駕する性能を記録していることは、AI業界におけるスケーリング則（
Scaling Law）に対する興味深い実証的例外を提示している 1。 

本モデルの真価を示すため、日本におけるドキュメント理解タスクの標準ベンチマークである「

JDocQA（総合読解）」および「JDocQA-Reasoning（推論特化）」における各主要モデルのスコア比
較を検証する。 

 



 
 
上記データの詳細な数値（2026年2月17日時点のリコー公式ベンチマーク結果に基づく）をさらに分
解すると、以下のようになる。 



モデル名 パラメータ規模・特性 JDocQA-Reasoning 
(推論能力) 

JDocQA (総合読解力) 

Gemini 2.5 Pro 商用巨大マルチモー

ダルモデル 
0.838 4.08 

Qwen3-VL-Ricoh-3
2B-20260227 

32B (オープン基盤派
生) 

0.826 4.08 

Qwen3-VL-235B-A22
B-Thinking 

235B (基盤フラッグ
シップ) 

0.827 4.03 

Qwen3-VL-32B-Think
ing 

32B (ベース推論モデ
ル) 

0.799 3.99 

GPT-5.2 商用巨大モデル 0.731 3.93 

(データソース: 1) 

この定量データが示唆する技術的・戦略的な意味合いは極めて大きい。第一に、320億パラメータと
いうエッジサーバーでの運用を視野に入れた比較的コンパクトなモデルサイズでありながら、

JDocQA（総合的な文書読解能力）において、クラウド上の無限に近い計算資源を前提とする
Gemini 2.5 Proと同等の「4.08」という最高水準スコアを記録し、GPT-5.2（3.93）を明確に上回ってい
る点である 1。 

第二に、高度な論理的推論や多段階の条件分岐計算を要求されるJDocQA-Reasoning指標におい
て、「0.826」を記録し、ベースとなったQwen3-VL-32B-Thinkingのスコア（0.799）を決定的に凌駕し
ている点である 1。さらに驚くべきは、この数値が同じアーキテクチャファミリーの最大フラッグシップ
である235Bクラスの巨大モデル（0.827）と実質的に同等であるということだ 1。これは、特定の高難
度タスク（この場合は日本語ドキュメントの視覚的推論）においては、汎用的な巨大パラメータより

も、ドメイン特化型の高品質なデータセットによる「日本語推論プロセスの最適化」と「独自報酬設計

による強化学習」の方が、はるかに高い学習効率とパフォーマンス改善をもたらすことを証明してい



る。パラメータスケールの制約をソフトウェア・エンジニアリングの力で打ち破った好例と言える。 

さらにリコーは、この32Bモデルの開発で確立した手法を水平展開し、同日に80億パラメータの超軽
量モデル「Qwen3-VL-Ricoh-8B-20260227」も完成させ、無償公開に踏み切っている 1。8Bクラスで
あれば、一般的なコンシューマー向けのGPU（例えばVRAMが16GB〜24GB程度のもの）でも十分に
ローカル動作が可能である。これにより、計算資源が限られた環境の研究機関や独立系開発者に

対しても、高度な日本語推論LMMを利用する道を開き、日本国内におけるオープンなAIエコシステ
ムの発展に強力に寄与している 2。また、LMMのリーズニング性能評価に特化したリコー独自開発
のベンチマークツール自体も今後公開予定であり、不透明だった「図表を含む文書理解AI」の業界
全体における評価基準の標準化（デファクトスタンダード化）を目指す戦略的意図も伺える 3。 

クラウドからエッジへの回帰：次世代AIインフラストラクチャの
パラダイムシフト 
Qwen3-VL-Ricoh-32Bが達成した「小規模パラメータでの巨大モデル並みの推論性能」という技術
的ブレイクスルーは、単にAIモデルのソフトウェア的進化にとどまらず、企業におけるAI導入のハー
ドウェアおよびインフラストラクチャ戦略に根本的な地殻変動（パラダイムシフト）をもたらす可能性を

秘めている。 

これまで、GPT-4やGeminiクラスの高度な推論能力を業務で利用するためには、APIを経由してベン
ダーが管理するクラウド上の巨大な計算資源にデータを送信し、処理結果を受け取るというアーキテ

クチャに依存せざるを得なかった。しかし、製造業における最新のCAD設計図面、製薬企業におけ
る未公開の臨床治験データ、あるいは法務部門におけるM&A関連の機密契約書など、企業の競争
力の源泉そのものである重要な「秘伝のタレ（暗黙知や重要情報資産）」を、セキュリティリスクの観

点から外部のクラウドAIに送信することは、ガバナンス上極めて困難であるという根強いジレンマが
存在していた 16。多くの企業が生成AIの価値を理解しつつも、PoC（概念実証）の段階で足踏みして
いる最大の要因がこの「データの主権と秘匿性」の問題であった。 

超小型デスクサイドAIサーバーによる「オンプレミス生成AI」の実現 
リコーはこのエンタープライズ特有のインフラ的課題に対する決定的な解決策として、伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社（CTC）との共同開発による「超小型デスクサイドAI用サーバー」を2026年3
月に発表し、即座に提供を開始した 17。このソリューションは、ローカルAIマシンである「NVIDIA DGX 
Spark」のOEMモデルをハードウェアベースとして採用しており、幅150mm × 奥行150mm × 高さ
50.5mmという、一般的なオフィス環境のデスクサイドや会議室の片隅に違和感なく設置可能な極め
てコンパクトな筐体を実現している 17。 

この小型筐体の中に、オンプレミス環境で大規模パラメータのLLMをリアルタイム動作させるための
高い機動性と、推論に特化した計算能力が凝縮されている 17。特筆すべきは、この筐体内にリコー

が開発した高性能LLM（270億から320億パラメータクラス）があらかじめプリインストールされ、外部
ネットワークから完全に遮断されたスタンドアロン環境でフル稼働する点である 17。機密情報を扱うリ

スクを完全に排除できるクローズドな環境において、商用クラウドAIに匹敵する多段推論能力がデス



クサイドの小型サーバーで直ちに利用可能となるのである 17。 

画像トークン圧縮とモデルマージによるエッジ処理の極限化 
32Bという規模のLMMを、限られたVRAM（ビデオメモリ）容量しか持たないエッジAIサーバー上で軽
快に動作させる背後には、推論効率の極大化に関する高度なソフトウェア・エンジニアリングが存在

する。その中核技術の一つが、リコー独自の「画像トークン圧縮（Visual Token Reduction）」技術で
ある 1。 

視覚言語モデルにおいて、入力された高解像度画像や複数ページにわたる図面データは、AIが処
理可能な「トークン」の配列へと変換される。しかし、視覚的トークンは通常、テキストトークンに比べ

て桁違いにデータ量が大きく、コンテキストウィンドウの消費を加速させ、計算リソース（特にVRAM）
を一瞬にして枯渇させる最大の要因となる。リコーの画像トークン圧縮技術は、ドキュメント画像内の

空白部分や情報密度の低い領域をインテリジェントに間引き、文字や図表の構造など推論に不可欠

なセマンティック情報（意味的情報）のみを高密度に抽出・圧縮する。この技術により、長大な技術文

書を読み込ませてもメモリオーバーフローを起こさず、エッジ環境におけるリアルタイムに近い解析・

推論を可能にしたのである 1。 

さらにリコーは、高性能とハードウェア運用コストの削減を両立させるため、「モデルマージ（Model 
Merge）」技術を活用し、不要なニューラルネットワークの重みを削ぎ落としながらも推論能力を維持
する効率的な開発プロセスを確立している 1。 

リコーとCTCによるこのハードウェアとソフトウェアの一体型パッケージ提供（直感的な生成AI開発プ
ラットフォームである「Dify（ディフィ）」のプリインストールを含む）は、企業のAIインフラ戦略における
重要なパラダイムシフトを示唆している 17。それは、「何でも中央集権的なクラウドで処理する」という

画一的なアプローチから、データの機密性、リアルタイム性、応答速度の要求に応じて、クラウドと

エッジ（オンプレミス）を適材適所で使い分ける「ハイブリッド・コンピューティング・アーキテクチャ」へ

の確実な移行である。AIの導入単位が「全社規模の巨大インフラプロジェクト」から、「機密情報を扱
う特定部署単位」「特定業務単位」、さらには「担当者単位」へと細分化・民主化されることを意味して

おり、モデルの検証から実業務での小規模活用、そして全社展開への段階的なスケールアップが極

めて容易かつ安全に実行できるようになる 17。 

Document AIの深化：プラットフォーム「Hi.DEEN」による企業
内情報資産の再定義 
リコーは歴史的に、複写機（MFP）、プリンター、スキャナー、産業用カメラといったエッジデバイスを
通じて、世界中の企業オフィスにおける情報のデジタル化（デジタイゼーション）を支えてきた企業で

ある。この長年にわたる画像処理技術の蓄積と、ドキュメントマネジメントに関する深いドメイン知見

を、最先端のリーズニングLMMと融合させることで、リコーは「Document AI（ドキュメントAI）」という
戦略的領域を強力に推進している 1。単なる文字起こし（OCR）を超え、文書の階層構造、図表の作
成意図、そして行間や余白に隠された論理的関係性を推論する能力は、抽象的な技術的成果にと

どまらず、直接的なビジネスバリューへと変換される。 



 

 
 
企業内AIプラットフォーム「Hi.DEEN（ひでん）」の展開 
この高度なマルチモーダルLMMを、非エンジニアの一般社員でもエンタープライズ環境でシームレ
スに活用できるようにするための統合インターフェースとして、リコーは企業向けAIプラットフォーム「
H.D.E.E.N（ひでん、仮称）」を2025年12月に発表し、展開を進めている 1。このプラットフォームのユ
ニークな名称は、企業内のキャビネットやファイルサーバーに眠る言語化されていない情報資産、熟

練者のノウハウ、すなわち文字通り企業の競争力の源泉である「秘伝のタレ」を最新のAI技術で抽
出し、形式知化して活用するという明確なコンセプトに由来している 1。 

Qwen3-VL-Ricoh-32Bの強力なリーズニング能力は、単なるチャットボットとしてではなく、この
Hi.DEENプラットフォーム上で稼働する多岐にわたる専門的ソリューションの「中核推論エンジン」とし
て機能する。例えば、機密性が極めて高い法務・コンプライアンス領域においては、ユーザー（事業

部の担当者など）が自然言語による簡単な質問のやり取りを行うだけで、過去の膨大な契約書デー

タベース（テキストと捺印箇所の画像情報などを含む）をAIが参照し、弁護士監修レベルの論理的整
合性とフォーマットを持った法律文書を自動生成する「スマート契約書作成」機能が実現されている 



16。さらに、生成AIによる過去事例のレビュー機能を搭載した「バーチャル弁護士相談サービス」など
のリーガルテック・アプリケーションの裏側で、法律という厳密なルールベースの世界において、複雑

な前提条件の解釈と論理構築を高い精度で担っている 16。 

製造業における高度な技術文書検証プロセスとトラブルシューティング 
製造業（マニュファクチャリング）における応用事例は、視覚情報を伴う推論LMMの真価が最も劇的
な形で発揮される領域の一つである 1。従来のシステムでは、テキストベースの「要求仕様書（要件
定義書）」と、視覚的な幾何学情報として存在する「設計図面（CADの2D出力やスキャン画像など）」
を突き合わせ、両者の間に矛盾がないかを自動検証することは、AIのモダリティの壁に阻まれ極め
て困難であった。熟練の設計者や品質管理担当者が、目視で図面の寸法線と仕様書の数値を一つ

ひとつ確認する多大な工数が発生していた。 

Qwen3-VL-Ricoh-32Bは、微小な数値を読み取る高精度なOCR機能、画像とテキストをリンクさせる
視覚的グラウンディング能力、そして「仕様書のAという条件が、図面のBという箇所に正しく反映され
ているか」を確認する多段推論を組み合わせることで、設計図面に描かれた寸法、公差、素材の指

定を視覚的に正確に読み取り、それが別紙の仕様書に記載された基準値と一致しているかを自動

的に比較・検証することができる 1。 

また、工場の製造ラインにおいて予期せぬ設備のトラブルが発生した際の効果も絶大である。過去

数十年にわたって蓄積された膨大な紙ベースのトラブルシューティング・マニュアル（その多くは、複

雑な回路図、機械の分解図、そして手書きのメモ書きや注釈が含まれる）をエッジサーバー上のAIが
即座に参照する 1。そして、現場の作業員がスマートフォンで撮影したエラーランプの点灯状況や機
械の破損部位の画像をプロンプトとして入力すると、AIは視覚情報と過去マニュアルの図解を論理
的に照らし合わせ、高い精度で原因の特定と具体的な解決策（どのバルブを何段階締めるべきか

等）を提示する 1。これにより、深刻な生産ラインのダウンタイム（稼働停止時間）を大幅に短縮し、製
造業の生命線である歩留まり率の向上に直接的に貢献するのである。 

自律型AIエージェントへの進化とコーポレートAX（AIトランス
フォーメーション） 
基盤モデルであるQwen3-VLが強力な「エージェント的相互作用（Agentic Interaction）」能力と、OS
やソフトウェアのGUI（グラフィカル・ユーザー・インターフェース）を人間のように視覚的に操作する能
力を備えていることは、エンタープライズAIの今後の発展において極めて重要な意味を持つ 9。リ
コーの推論特化型モデルがこのエージェント能力を日本企業のIT環境下で十全に引き出した場合、
AIの役割は「人間の質問に答える受動的なシステム」から、社内システムを能動的かつ自律的に操
作し、業務プロセス全体を完遂する「自律型AIエージェント（Autonomous AI Agent）」へと飛躍的に
進化を遂げる。 

具体的なユースケースとして、企業の品質保証部門での業務プロセスを想定する。ユーザーがAIに
対して「最新の品質管理基準書に基づいてこのPDFの製品図面をチェックし、もし寸法の許容誤差に
問題があれば、社内の課題管理システムに修正指示チケットを起票しておいて」と自然言語で包括

的な指示を出す。Qwen3-VL-Ricoh-32Bは、まずテキスト（基準書）と画像（図面データ）を読み込ん



でマルチモーダルな推論を行い、論理的な矛盾やエラーを発見する。ここまでは高度な推論LMMの
機能である。 

真のエージェント機能はここから発揮される。AIは自ら社内の課題管理システム（例：Jiraや企業独
自のレガシーなWebシステム）の画面を「視覚的に」認識する。「新規作成」ボタンのピクセル座標を
特定してクリックし、入力フォームの各フィールド（タイトル、担当者、修正詳細）を理解して適切なテ

キストを入力し、最終的に「送信」ボタンを押下するという一連のワークフローを、オンプレミスのセ

キュアな環境内で、人間の介入なしに自動的に完結させることが可能になる。 

このような高度な自動化は、ホワイトカラーの定型業務における画期的なブレイクスルーであり、労

働人口が急減する日本において、企業の生産性を根本から下支えする不可欠な社会インフラ技術と

なる。 

さらにリコーは、自社の技術開発にとどまらず、社会実装に向けたビジネスコンサルティング領域へ

の進出も明らかにしている。2026年3月、リコーは総合コンサルティングファームである株式会社ライ
ズ・コンサルティング・グループと、企業の「AX（AI Transformation：AIトランスフォーメーション）」支援
を目的とした合弁会社設立の基本合意を締結した 1。この戦略的動向からは、リコーが開発した基盤
技術やHi.DEENプラットフォームを自社内の業務効率化に留めるのではなく、コンサルティング知見
と掛け合わせることで、日本企業全体のAIエコシステムへと強力に展開していく、アグレッシブな事
業転換の意図が明確に読み取れる 1。 

AI主権の確立とエンタープライズAIの新たなデファクトスタン
ダード 
株式会社リコーがGENIACプロジェクト第3期の成果として開発した「Qwen3-VL-Ricoh-32B」は、
Alibabaの極めて優れたグローバル・オープンモデルのアーキテクチャ特性を最大限に活用しつつ、
日本のビジネスコンテキストにおいて絶対に不可欠な「推論プロセスの日本語化」と「複雑な企業ド

キュメント特化型の多段推論」という独自の付加価値を見事に接合した、稀有な技術的達成である。 

カリキュラム学習や独自報酬による強化学習といった洗練されたファインチューニング手法により、

320億パラメータという「エッジデバイスでの自律運用が可能なスケール」でありながら、日本語ドキュ
メントの総合読解および論理推論タスクにおいて、数千億パラメータを有する商用の巨大クラウドAI
モデルに匹敵、あるいは部分的に凌駕する性能を実証した。この事実は、LLM開発において長らく
支配的であった「巨大な計算資源とパラメータ数こそが正義である」というスケール至上主義に対す

る、一つの明確な実証的アンチテーゼとなっている。特定の産業ドメインや言語空間においては、モ

デルの規模よりも、学習データの質と推論アーキテクチャの最適化が決定的な差を生むのである。 

さらに、独自の画像トークン圧縮技術と「NVIDIA DGX Spark」ベースの超小型デスクサイドAIサー
バーを組み合わせたソリューションの提供は、これまで情報の機密性の壁に阻まれ生成AIの恩恵を
十分に受けられなかった製造業のコア設計部門や、金融・法務部門に対して、外部ネットワークから

完全に独立したセキュアなローカルAI環境を提供するインフラストラクチャの革新である。AIプラット
フォーム「Hi.DEEN」を通じて企業の「暗黙知」を形式知へと変換するアプローチは、日本企業が直面
する労働力不足やベテラン層からの技術継承問題に対する、極めて直接的かつ強力な処方箋とな



る。 

生成AIが、単なるテキストの確率的生成ツールから、視覚情報を伴う「知覚（Perception）」、深い「認
知・論理思考（Cognition）」、そして外部システムを操作する「実行（Execution）」へと進化のフェーズ
を移行する中、Qwen3-VL-Ricoh-32Bは、次世代の企業内自律エージェントの強固な基盤として、日
本のAIトランスフォーメーション（AX）を最前線で牽引する中核的役割を果たすことが強く推測され
る。本モデルの開発成功とオンプレミス環境への実装パッケージは、オープンなグローバルAI技術
と、特定産業領域に深く根ざしたドメイン知見の融合がもたらす、エンタープライズAIの新たな標準
（デファクトスタンダード）を力強く示している。 
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